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1. まえがき 
近年，ネットワークトラヒックの時間変動が自己相似性

を持つということが指摘されている．そして，その自己相

似性の形成に実トラヒックの殆どを占める TCPが大きく寄
与していることも明らかにされている[1]．本研究では，TCP
による WLAN ネットワークを想定した移動通信における
ユーザ移動を考慮したトラヒックモデルについて検討し，

ユーザの移動特性およびマルチメディアトラヒック特性と

の関係を示す． 
 
2. トラヒックモデル 

1.1 サービスエリア 
トラヒック特性を解析するために，WLANにおけるサー
ビスエリア，ユーザの移動，ユーザの状態および実際のシ

ステムを考慮してモデル化を行う．図１に示すように閉ざ

されたエリアを想定し、当該サービスエリアは複数のセル

（無線セル）から構成される [2]．  
 

  
図 1．サービスエリアと移動モデル 
 

1.2 ユーザ移動モデル 
移動通信の端末を携えたユーザは，移動または静止の状

態を繰り返すものとする．静止時間は一様分布によって与

えられ，単位時間ごとに減少し，待機時間が０になったユ

ーザは移動を開始する．ユーザが隣接するセルを跨いで移

動することにより，基地局の切り替え処理（ハンドオーバ）

が発生する．サービスエリアを超えたユーザは即座に元居

たセルに引き返すものとする． 
 
1.3 データ伝送システム 
ユーザは TCPによるパケット通信を行うものとした．比
較のため，TCPのフロー制御のある場合とない場合とを考
える． 
 
3. 計算機シミュレーション 
計算機シミュレーションにより，TCP のトラヒック特性
が基地局バッファ量の推移に与える影響を調べた．まず，

TCP の確認応答パケットの影響を調べるため，基地局にお

けるバッファ量の推移を TCP 方式と確認応答処理のない
UDP方式とで比較した．次に，単純 Stop & Wait方式と，
TCP の持つフロー制御機能であるスライディングウィンドウ方
式を用いた場合とを比較した．その結果を図２, ３に示す。図２

より，UDPでは輻輳が見られず，TCPの確認応答処理が輻
輳発生に寄与している事が分かる．また，図３からフロー

制御がある場合，ない場合と比較してバッファ量増加は始

め抑えられ，次第にゆるやかな増加を示すことが分かる． 
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図 2．バッファ量の時間推移（確認応答処理の影響） 

0

100

200

300

400

500

600

1 16 31 46 61 76 91 106 121 136
時間(s)

バ
ッ
フ
ァ
量
(k
bi
t)

フロー制御有

フロー制御無

 
図 3．バッファ量の時間推移（フロー制御の影響） 

 
4. まとめ 

移動通信における TCP の影響を考慮したトラヒッ
クモデルについて検討し，計算機シミュレーションに

より評価した．その結果，TCPのトラヒック特性が輻
輳の発生に大きな影響を与えていることを明らかに

した． 
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